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②

二
十
歳
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　

１
月
３
日
（
火
）、
令
和
５
年
西
之
表
市

二
十
歳
の
つ
ど
い
が
市
民
会
館
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

令
和
４
年
４
月
の
民
法
改
正
に
よ
り
、
成

年
年
齢
が
20
歳
か
ら
18
歳
に
引
き
下
げ
ら
れ

て
い
ま
す
が
、
本
市
で
は
こ
れ
ま
で
の
式
典

と
同
様
に
20
歳
の
方
を
対
象
と
し
た
、「
二
十

歳
の
つ
ど
い
」
を
開
催
し
て
い
き
ま
す
。

　

式
典
で
は
、
参
加
者
を
代
表
し
て
、
上
妻

海
翔
さ
ん
と
宮
田
千
夏
さ
ん
が
二
十
歳
の
抱

負
を
述
べ
ま
し
た
。
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
と
し

て
、
学
生
時
代
の
写
真
や
、
恩
師
か
ら
の
ビ

デ
オ
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
ス
ク
リ
ー
ン
に
映
し
出

さ
れ
、
参
加
者
か
ら
は
当
時
を
懐
か
し
み
な

が
ら
笑
み
を
こ
ぼ
す
様
子
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

　

本
市
の
令
和
５
年
二
十
歳
の
つ
ど
い
対
象

者
数
は
、
計
１
６
６
名
で
し
た
（
男
性
85
名
、

女
性
81
名
）。

※記念撮影をした皆さんは、写真撮影時のみマスクを
外しています。

▲二十歳の抱負を述べてくれた
上妻海翔さん（左）と宮田千夏さん（右）

市政の窓 2023.2 月号



③

内閣府 叙勲《瑞宝単光章》
押川　登（榕城 元副分団長）

鹿児島県消防協会　精績章
宮内　一嘉（安納）、岩元　明穂（国上）
中野　哲志（伊関）、沖田　裕樹（榕城）
椎田　彰吾（安納）、名越　美貴子（榕城）

鹿児島県消防協会熊毛支部　功績章
宮内　一嘉（安納）、榎本　奈美（女性）
名越　美貴子（榕城）、野下　英樹（上西）
山本　達也（住吉）、園田　和樹（現和）
牧瀬　誠（住吉）、松元　一秀（上西）

西之表市消防後援会連合会　内助の功感謝状
錨　カオリ（忠宏・夫人）、山下　秀子（柳　英雄・姉）
小山田　恵（春文・夫人）

１１
月月
８８
日
（
日
）、
市
民
会
館
で
、
令

日
（
日
）、
市
民
会
館
で
、
令

和
５
年
西
之
表
市
消
防
出
初
式
を
開
催
し

和
５
年
西
之
表
市
消
防
出
初
式
を
開
催
し

ま
し
た
。

ま
し
た
。

昨
年
に
引
き
続
き
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

昨
年
に
引
き
続
き
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
感
染
拡
大
防
止
の
観
点
か

ル
ス
感
染
症
感
染
拡
大
防
止
の
観
点
か

ら
、
市
中
行
進
や
屋
外
訓
練
の
披
露
等
は

ら
、
市
中
行
進
や
屋
外
訓
練
の
披
露
等
は

行
わ
ず
、
市
消
防
団
、
熊
毛
地
区
消
防
組

行
わ
ず
、
市
消
防
団
、
熊
毛
地
区
消
防
組

合
な
ど
の
関
係
者
が
出
席
し
、
屋
内
式
典

合
な
ど
の
関
係
者
が
出
席
し
、
屋
内
式
典

の
み
を
行
い
ま
し
た
。

の
み
を
行
い
ま
し
た
。

式
典
で
は
、
地
域
防
災
へ
の
功
績
が
認

式
典
で
は
、
地
域
防
災
へ
の
功
績
が
認

め
ら
れ
た
消
防
関
係
者
に
対
す
る
表
彰
な

め
ら
れ
た
消
防
関
係
者
に
対
す
る
表
彰
な

ど
を
行
い
ま
し
た
。（
下
表
に
記
載
）　

ま

ど
を
行
い
ま
し
た
。（
下
表
に
記
載
）　

ま

た
、
消
防
団
長
の
答
辞
が
行
わ
れ
、
田
中

た
、
消
防
団
長
の
答
辞
が
行
わ
れ
、
田
中

邦
男
団
長
は
、「
大
規
模
災
害
に
備
え
、

邦
男
団
長
は
、「
大
規
模
災
害
に
備
え
、

消
防
団
と
地
域
が
一
体
と
な
っ
た
防
災
対

消
防
団
と
地
域
が
一
体
と
な
っ
た
防
災
対

策
の
さ
ら
な
る
充
実
を
図
り
、
市
民
の
安

策
の
さ
ら
な
る
充
実
を
図
り
、
市
民
の
安

心
安
全
な
暮
ら
し
を
確
保
す
る
と
い
う
消

心
安
全
な
暮
ら
し
を
確
保
す
る
と
い
う
消

防
に
課
せ
ら
れ
た
使
命
を
果
た
す
た
め
、

防
に
課
せ
ら
れ
た
使
命
を
果
た
す
た
め
、

今
後
と
も
精
力
的
な
活
動
に
励
み
た
い
」

今
後
と
も
精
力
的
な
活
動
に
励
み
た
い
」

と
力
強
く
述
べ
ま
し
た
。

と
力
強
く
述
べ
ま
し
た
。

令和 5年 消防出初式令和 5年 消防出初式

市
民
の
安
心
安
全
な
暮
ら
し
の
確
保

市
民
の
安
心
安
全
な
暮
ら
し
の
確
保

と
い
う
使
命
を
果
た
す
た
め

と
い
う
使
命
を
果
た
す
た
め

令和 5年 消防関係者表彰令和 5年 消防関係者表彰【敬称略、（ ）内は分団等名】

日本消防協会　功績章
田中　邦男（消防団本部）

日本消防協会　30年勤続章
柿内　英一（榕城）、長瀬　俊一（榕城）、濱添　敏朗（古田）
荒木　久雄（榕城）、上妻　泰平（安城）

鹿児島県知事　10年勤続章
仁禮　正章（榕城）、森田　容企（国上）、川内　駿（国上）
沖田　重義（伊関）、沖田　孝好（伊関）、長田　涼二（現和）
砂坂　義弘（榕城）、古田　隆行（伊関）、村井　雄太（榕城）
緒方　潤二（上西）、秋山　英行（上西）、大﨑　卓二（上西）
長野　正裕（上西）、佐藤　秋子（女性）

鹿児島県消防協会　功績章
宮田　修（立山）、下村　太郎（榕城）、長瀬　忍（下西）
中島　一郎（榕城）、迫田　靖広（現和）、上田　保（住吉）
榎本　健二（現和）、長野　覚（上西）
沖田　新作（伊関）、日髙　美喜男（安納）

西之表市　無火災表彰
安城分団、立山分団、中割分団

■問い合わせ先
市役所総務課防災消防係
☎ 22‐1111内線 205/206

全国消防長会　永年勤続功労章
大田　太（熊毛地区消防組合）
有馬　正（熊毛地区消防組合）

鹿児島県知事　40年勤続章
長野　和治（上西）、茅野　俊一郎（国上）
佐々木　秀志（国上）、髙石　勝（国上）

鹿児島県消防協会熊毛支部　功労章
平川　諭（榕城）、村井　雄太（榕城）

田中 邦男団長

市政の窓2023.2 月号



④

新
た
に
選
任
！

民
生
委
員

・
児
童
委
員

①田脇  啓二
②塰泊
③
④塰泊・若宮

①長野  恒明
②大崎
③
④大崎 ･  大花
里  ･ 花里崎

①馬場  信一
②横山
③
④横山 ･ 枦之峯 
･ 池之久保

①河本  健
②国上中目
③
④寺之門・国
上中目

①桑山  清一郎
②池野
③
④池野・鞍勇

①伊東  鉄志
②浦田
③
④浦田・久保田

①芝  和廣
②納曽
③
④納曽 ･ 天神町 
･ 田屋敷

①中野  哲男
②松畠
③
④松畠

①内田　順子
②東町
③
④東町・池田

①上籠  明美
②松畠
③
④松畠

①濱田  雅昭
②西町
③
④西町

①横林  律子
②松畠
③
④松畠

①森元  幹芳
②中西
③
④中西

①安山  昌代
②榕城中目
③
④榕城中目

①中村  章二
②野首
③
④野首

①河内  育雄
②榕城中目
③
④榕城中目

①鮫島  俊彦
②野首
③
④野首

①西  ちかえ
②美浜町
③
④美浜町（古園）

①鎌田  輝子
②上之原町
③
④上之原町

①加藤  ちえみ
②上石寺
③
④下石寺・上石
寺

①野間  靖子
②川迎
③
④川迎

①阿世知  えつ子
②小牧野
③
④小牧野・岳之
田・竹鶴・今年川

①濱元  浩治
②美浜町
③
④美浜町

①松田  郁代
②鴨女町
③
④鴨女町

①梶原  ひろみ
②本立
③
④本立・平田・
桃園・牧之峯

①松尾  直喜
②鴨女町
③
④鴨女町

①鮫島  德子
②洲之崎
③
④洲之崎

①鮫島  政美
②城
③
④城 ･朝日が丘

①土井  浩子
②中野
③
④小牧・中野

民生委員・児童委員の紹介 【任期】令和４年 12月 1日～令和７年 11月 30日
①氏名（敬称略）、②住所（地域名）、③電話番号（HP版については非掲載※詳細は市福
祉事務所へお問い合わせください）④担当地区※氏名に下線のある方は新任

■問い合わせ先　市福祉事務所市民総合相談係　☎ 22‐1111 内線 313

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い

市政の窓 2023.2 月号



　

民
生
委
員
・
児
童
委
員
、
主
任
児
童
委

員
の
改
選
に
伴
い
、
委
嘱
状
伝
達
式
を
行

い
、
50
名
（
う
ち
新
任
者
12
名
）
の
民
生

委
員
・
児
童
委
員
と
3
名
の
主
任
児
童
委

員
に
、
厚
生
労
働
大
臣
、
県
知
事
か
ら
の

委
嘱
状
が
伝
達
さ
れ
ま
し
た
。

　

民
生
委
員
・
児
童
委
員
は
、
住
民
の
立

場
に
立
っ
て
相
談
に
応
じ
、
さ
ま
ざ
ま
な

援
助
を
行
う
な
ど
、
地
域
福
祉
の
増
進
の

た
め
に
活
動
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。
ま
た
、

主
任
児
童
委
員
は
、
児
童
虐
待
や
育
児
不

安
な
ど
、
子
ど
も
と
親
が
抱
え
る
問
題
に

つ
い
て
相
談
・
支
援
を
行
い
ま
す
。

　

身
近
な
問
題
で
困
り
ご
と
な
ど
が
あ
る

方
は
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
令
和
４
年
11
月
末
で
退
任
し
た

12
名
に
は
、
長
年
の
地
域
福
祉
活
動
へ
の

貢
献
に
対
し
、
感
謝
状
が
贈
呈
さ
れ
ま
し

た
。
長
い
間
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

※
年
数
は
活
動
期
間

●

川
野
格
さ
ん
（
松
畠
）
24
年

●

坂
元
一
輝
さ
ん
（
庄
司
浦
）
24
年

●

榎
本
道
隆
さ
ん
（
花
里
崎
）
15
年

●

山
縣
マ
リ
子
さ
ん
（
西
町
）
12
年

●

廣
庭
良
子
さ
ん
（
川
迎
）
12
年

●

原
田
美
江
子
さ
ん
（
浅
川
）
12
年

●

小
田
原
節
子
さ
ん
（
上
之
原
町
）
11
年

●

上
妻
茂
美
さ
ん
（
納
曽
）
９
年

●

多
々
﨑
栄
子
さ
ん
（
池
之
久
保
）
15
年

●

渡
邊
美
紀
夫
さ
ん
（
古
田
中
之
町
）
９
年

●

久
保
田
銀
子
さ
ん
（
小
牧
）
６
年

●

岩
松
唯
美
さ
ん
（
浦
田
）
６
年

民
生
委
員
・
児
童
委
員
退
任
者

①柳  良子
②武部
③
④武部

①大野  睦美
②軍場
③
④大平・軍場

①荒河  登美子
②湊
③
④湊・奥

①中園  由美子
②下郷
③
④下郷・峯

①小倉  みちえ
②野木平
③
④野木平・白石

①長野  猛
②近政
③
④西俣 ･ 川氏・
近政

①南  勝
②桜園
③
④桜園

①橋口  繁樹
②庄司浦
③
④田之脇・庄
司浦

①古田  保和
②浜脇
③
④柳原・浜脇

①阿世知 はつみ
②深川
③
④深川・里之町

①下嶋　二三代
②番屋峯
③
④村之町・番屋峯 
･ 二本松 ･  十三番

①河路  君江
②安城上之町
③
④安城上之町・
平山・平園

①黒田  キリ子
②十六番
③
④中割全地域

①長田  一夫
②浅川
③
④浅川

①西村  和博
②能野里
③
④能野里・上
能野・下能野

①上妻  絹江
②住吉中之町
③
④浜之町 ･ 住
吉中之町・形之
山

①小倉  みよ子
②立山
③
④立山全地域

①小川  隆和
②古田上之町
③
④古田上之町・
中之町・平松

①川原　紀美子
②川脇
③
④安城下之町・
川脇・大野

①小倉  敏子
②野木平
③
④国上 ･伊関 
･ 安納

①濱松  昭子
②中西
③
④榕城上方 ･上西
・安城・古田・
立山 ･中割

①村井  ムツヨ
②中野
③
④榕城下方 ･ 現
和・下西 ･ 住
吉

○
主
任
児
童
委
員

①沖田  孝好
②沖ヶ浜田
③
④沖ヶ浜田・
伊関

①西田  雅子
②現和下之町
③
④現和下之町・
上之町

⑤ 市政の窓2023.2 月号



ま・ち・の・わ・だ・い

⑥

1212
月月
77
日
（
水
）、
歌
手
の
小
倉
新

日
（
水
）、
歌
手
の
小
倉
新

二
さ
ん
（
本
市
安
城
出
身
）
が
市
役
所

二
さ
ん
（
本
市
安
城
出
身
）
が
市
役
所

を
訪
れ
、
車
い
す
を
２
台
寄
贈
い
た
だ

を
訪
れ
、
車
い
す
を
２
台
寄
贈
い
た
だ

き
ま
し
た
。

き
ま
し
た
。

　

小
倉
さ
ん
は
「
地
元
で
あ
る
西
之
表

　

小
倉
さ
ん
は
「
地
元
で
あ
る
西
之
表

市
の
た
め
に
役
立
つ
こ
と
を
し
て
い
き

市
の
た
め
に
役
立
つ
こ
と
を
し
て
い
き

た
い
。
私
も
市
民
の
方
か
ら
の
応
援
に

た
い
。
私
も
市
民
の
方
か
ら
の
応
援
に

元
気
を
も
ら
っ
て
い
る
。
車
い
す
を
必

元
気
を
も
ら
っ
て
い
る
。
車
い
す
を
必

要
と
し
て
い
る
方
の
力
に
な
れ
れ
ば
」

要
と
し
て
い
る
方
の
力
に
な
れ
れ
ば
」

と
話
し
ま
し
た
。

と
話
し
ま
し
た
。

　

こ
の
車
い
す
は
、
介
助
を
必
要
と
す

　

こ
の
車
い
す
は
、
介
助
を
必
要
と
す

る
来
庁
者
に
利
用
し
て
も
ら
う
よ
う
、

る
来
庁
者
に
利
用
し
て
も
ら
う
よ
う
、

市
役
所
及
び
保
健
セ
ン
タ
ー
に
常
備
す

市
役
所
及
び
保
健
セ
ン
タ
ー
に
常
備
す

る
予
定
で
す
。

る
予
定
で
す
。

小
倉
新
二
氏
か
ら
車
い
す
寄
贈

　

第

　

第
4444
回
全
国
小
・
中
学
校

回
全
国
小
・
中
学
校
P
T
A

P
T
A

広
報
誌
コ
ン
ク
ー
ル
に
お
い
て
、
種
子

広
報
誌
コ
ン
ク
ー
ル
に
お
い
て
、
種
子

島
中
学
校

島
中
学
校
P
T
A

P
T
A
新
聞
「「
よ
ろ
〜
て
」

新
聞
「「
よ
ろ
〜
て
」

が
日
本
教
育
新
聞
社
社
長
賞
（
第
３
位

が
日
本
教
育
新
聞
社
社
長
賞
（
第
３
位

相
当
）
を
受
賞
し
ま
し
た
。

相
当
）
を
受
賞
し
ま
し
た
。

「
突
撃
！
隣
の
朝
ご
は
ん
」
の
連
載

「
突
撃
！
隣
の
朝
ご
は
ん
」
の
連
載

や
、
学
校
で
の
子
ど
も
た
ち
の
様
子
を

や
、
学
校
で
の
子
ど
も
た
ち
の
様
子
を

全
面
に
出
し
た
構
成
、
生
徒
や
保
護
者

全
面
に
出
し
た
構
成
、
生
徒
や
保
護
者

へ
実
施
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
を
掲
載

へ
実
施
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
を
掲
載

す
る
な
ど
、
多
く
の
工
夫
を
凝
ら
し
た

す
る
な
ど
、
多
く
の
工
夫
を
凝
ら
し
た

内
容
が
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

内
容
が
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

　

広
報
部
長
の
柳
田
亜
紀
子
さ
ん
は

　

広
報
部
長
の
柳
田
亜
紀
子
さ
ん
は

「
作
る
の
も
楽
し
い
、
読
む
の
も
楽
し

「
作
る
の
も
楽
し
い
、
読
む
の
も
楽
し

い
新
聞
づ
く
り
を
目
指
し
て
い
き
た

い
新
聞
づ
く
り
を
目
指
し
て
い
き
た

い
」
と
話
し
ま
し
た
。

い
」
と
話
し
ま
し
た
。

種
子
島
中
P
T
A
新
聞
全
国
表
彰

　

前
市
議
会
議
員
の
木
原
幸
四
さ
ん
に

　

前
市
議
会
議
員
の
木
原
幸
四
さ
ん
に

令
和
４
年
秋
の
叙
勲
「
旭
日
双
光
章
」

令
和
４
年
秋
の
叙
勲
「
旭
日
双
光
章
」

が
伝
達
さ
れ
ま
し
た
。

が
伝
達
さ
れ
ま
し
た
。

　

木
原
さ
ん
は
、
平
成

　

木
原
さ
ん
は
、
平
成
1717
年
２
月
か
ら

年
２
月
か
ら

令
和
３
年
２
月
ま
で
市
議
会
議
員
（
そ

令
和
３
年
２
月
ま
で
市
議
会
議
員
（
そ

の
内
４
年
間
は
副
議
長
）を
務
め
ま
し
た
。

の
内
４
年
間
は
副
議
長
）を
務
め
ま
し
た
。

　

伝
達
を
受
け
「
議
員
生
活
４
期

　

伝
達
を
受
け
「
議
員
生
活
４
期
1616
年年

と
い
う
長
き
に
わ
た
り
、
市
民
の
方
々

と
い
う
長
き
に
わ
た
り
、
市
民
の
方
々

に
支
え
ら
れ
、
た
く
さ
ん
の
協
力
が
あ

に
支
え
ら
れ
、
た
く
さ
ん
の
協
力
が
あ

り
、
こ
の
よ
う
な
光
栄
な
章
を
い
た
だ

り
、
こ
の
よ
う
な
光
栄
な
章
を
い
た
だ

く
こ
と
が
で
き
た
。
市
民
の
皆
さ
ま
に

く
こ
と
が
で
き
た
。
市
民
の
皆
さ
ま
に

心
か
ら
感
謝
し
た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

心
か
ら
感
謝
し
た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

前
市
議
会
議
員
木
原
幸
四
氏
に

秋
の
叙
勲
「
旭
日
双
光
章
」

種
子
島
の
暮
ら
し
を
支
え
る

職
業
人
座
談
会

1212
月月
88
日
（
木
）、
種
子
島
高
校
体

日
（
木
）、
種
子
島
高
校
体

育
館
で
「
種
子
島
の
暮
ら
し
を
支
え
る

育
館
で
「
種
子
島
の
暮
ら
し
を
支
え
る

職
業
人
座
談
会
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

職
業
人
座
談
会
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

種
子
島
の
医
療
・
介
護
・
農
業
・
建
設
・

　

種
子
島
の
医
療
・
介
護
・
農
業
・
建
設
・

教
育
・
行
政
分
野
で
働
く
職
業
人
が
、

教
育
・
行
政
分
野
で
働
く
職
業
人
が
、

仕
事
内
容
や
就
職
の
き
っ
か
け
、
仕
事

仕
事
内
容
や
就
職
の
き
っ
か
け
、
仕
事

の
や
り
が
い
な
ど
に
つ
い
て
パ
ネ
ル

の
や
り
が
い
な
ど
に
つ
い
て
パ
ネ
ル

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
い
ま
し
た
。

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
い
ま
し
た
。

　

生
徒
か
ら
は
、
資
格
取
得
に
つ
い
て

　

生
徒
か
ら
は
、
資
格
取
得
に
つ
い
て

の
質
問
や
人
生
設
計
を
考
え
る
貴
重
な

の
質
問
や
人
生
設
計
を
考
え
る
貴
重
な

時
間
に
な
っ
た
な
ど
の
感
想
が
聞
か
れ

時
間
に
な
っ
た
な
ど
の
感
想
が
聞
か
れ

ま
し
た
。

ま
し
た
。
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九
州
高
校
放
送
コ
ン
テ
ス
ト

優
良
賞
を
受
賞
！

1212
月月
1111
日
に
開
催
さ
れ
た
第

日
に
開
催
さ
れ
た
第
4444
回
九
回
九

州
高
校
放
送
コ
ン
テ
ス
ト
の
テ
レ
ビ
番

州
高
校
放
送
コ
ン
テ
ス
ト
の
テ
レ
ビ
番

組
部
門
に
お
い
て
、
種
子
島
高
校
放
送

組
部
門
に
お
い
て
、
種
子
島
高
校
放
送

部
の
作
品
「
救
世
主
」
が
優
良
賞
を
受

部
の
作
品
「
救
世
主
」
が
優
良
賞
を
受

賞
し
ま
し
た
。

賞
し
ま
し
た
。

　

作
品
で
は
、
サ
ツ
マ
イ
モ
基
腐
病
の

　

作
品
で
は
、
サ
ツ
マ
イ
モ
基
腐
病
の

被
害
防
止
を
目
指
し
た
生
徒
の
姿
が
描

被
害
防
止
を
目
指
し
た
生
徒
の
姿
が
描

か
れ
て
お
り
、
種
子
高
生
だ
か
ら
こ
そ

か
れ
て
お
り
、
種
子
高
生
だ
か
ら
こ
そ

発
信
で
き
る
内
容
が
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

発
信
で
き
る
内
容
が
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

市
役
所
を
訪
れ
た
長
野
悠
里
さ
ん
と

市
役
所
を
訪
れ
た
長
野
悠
里
さ
ん
と

久
木
原
静
羅
さ
ん
（
共
に
１
年
生
）
は

久
木
原
静
羅
さ
ん
（
共
に
１
年
生
）
は

「
こ
れ
か
ら
も
種
子
島
の

「
こ
れ
か
ら
も
種
子
島
の
P
R
P
R
に
繋
が

に
繋
が

る
よ
う
な
作
品
を
作
っ
て
い
き
た
い
」

る
よ
う
な
作
品
を
作
っ
て
い
き
た
い
」

と
話
し
ま
し
た
。

と
話
し
ま
し
た
。

英
語
ス
ピ
ー
チ
コ
ン
テ
ス
ト
開
催

1212
月月
1818
日
（
日
）、
市
民
会
館
で
、

日
（
日
）、
市
民
会
館
で
、

第
５
回
種
子
島
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

第
５
回
種
子
島
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

カ
ッ
プ
英
語
ス
ピ
ー
チ
コ
ン
テ
ス
ト

カ
ッ
プ
英
語
ス
ピ
ー
チ
コ
ン
テ
ス
ト

（
種
子
島
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
・
レ
オ

（
種
子
島
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
・
レ
オ

ク
ラ
ブ
主
催
）
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

ク
ラ
ブ
主
催
）
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

島
内
の
小
・
中
・
高
校
生

島
内
の
小
・
中
・
高
校
生
1313
名
が
出

名
が
出

場
し
、「
親
友
」「
夢
」「
挑
戦
し
た
い

場
し
、「
親
友
」「
夢
」「
挑
戦
し
た
い

こ
と
」
な
ど
に
つ
い
て
、
流
暢
な
英
語

こ
と
」
な
ど
に
つ
い
て
、
流
暢
な
英
語

で
ス
ピ
ー
チ
を
行
い
ま
し
た
。

で
ス
ピ
ー
チ
を
行
い
ま
し
た
。

　

審
査
員
の
講
評
で
は
「
緊
張
す
る
壇

　

審
査
員
の
講
評
で
は
「
緊
張
す
る
壇

上
で
も
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
勇
気
を
も
て

上
で
も
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
勇
気
を
も
て

た
こ
と
が
素
晴
ら
し
く
、
自
分
を
誇
り

た
こ
と
が
素
晴
ら
し
く
、
自
分
を
誇
り

に
思
っ
て
ほ
し
い
。
世
界
へ
羽
ば
た
い

に
思
っ
て
ほ
し
い
。
世
界
へ
羽
ば
た
い

て
い
く
こ
と
を
楽
し
み
に
応
援
し
て
い

て
い
く
こ
と
を
楽
し
み
に
応
援
し
て
い

ま
す
」
と
伝
え
ら
れ
ま
し
た
。

ま
す
」
と
伝
え
ら
れ
ま
し
た
。

1212
月月
1515
日
（
木
）、
市
役
所
で
、
か

日
（
木
）、
市
役
所
で
、
か

ご
し
ま
フ
ォ
ト
ド
ラ
ア
ワ
ー
ド
認
定
証

ご
し
ま
フ
ォ
ト
ド
ラ
ア
ワ
ー
ド
認
定
証

贈
呈
式
が
行
わ
れ
、
本
市
の
浦
田
海
水

贈
呈
式
が
行
わ
れ
、
本
市
の
浦
田
海
水

浴
場
が
受
賞
ス
ポ
ッ
ト
に
認
定
さ
れ
ま

浴
場
が
受
賞
ス
ポ
ッ
ト
に
認
定
さ
れ
ま

し
た
。

し
た
。

こ
れ
は
、
鹿
児
島
県
や
鹿
児
島
オ
ー

こ
れ
は
、
鹿
児
島
県
や
鹿
児
島
オ
ー

ル
ト
ヨ
タ
に
よ
る
「
か
ご
し
ま
フ
ォ
ト

ル
ト
ヨ
タ
に
よ
る
「
か
ご
し
ま
フ
ォ
ト

ド
ラ
イ
ブ
実
行
委
員
会
」
主
催
で
、「
一

ド
ラ
イ
ブ
実
行
委
員
会
」
主
催
で
、「
一

枚
の
写
真
で
人
が
動
く
」
よ
う
な
写
真

枚
の
写
真
で
人
が
動
く
」
よ
う
な
写
真

映
え
す
る
鹿
児
島
県
の
絶
景
・
食
・
伝

映
え
す
る
鹿
児
島
県
の
絶
景
・
食
・
伝

統
文
化
等
を
全
国
・

統
文
化
等
を
全
国
・

世
界
に
発
信
し
て
い

世
界
に
発
信
し
て
い

く
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
す
。

く
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
す
。

※
詳
し
く
は

※
詳
し
く
は
H
P
H
P
へへ

か
ご
し
ま
フ
ォ
ト
ド
ラ
ア
ワ
ー
ド

認
定

1212
月月
８８
日
（
木
）、
茨
城
県
水
戸
市

日
（
木
）、
茨
城
県
水
戸
市

在
住
の
池
田
勇
夫
さ
ん
（
本
市
国
上
出

在
住
の
池
田
勇
夫
さ
ん
（
本
市
国
上
出

身
）
か
ら
、ふ
る
さ
と
応
援
寄
付
金
（
ふ

身
）
か
ら
、ふ
る
さ
と
応
援
寄
付
金
（
ふ

る
さ
と
納
税
）
１
０
０
万
円
を
い
た
だ

る
さ
と
納
税
）
１
０
０
万
円
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。

き
ま
し
た
。

　

池
田
さ
ん
は
、
こ
れ
ま
で
も
同
様
に

　

池
田
さ
ん
は
、
こ
れ
ま
で
も
同
様
に

寄
付
を
さ
れ
て
お
り
、「
安
納
い
も
な

寄
付
を
さ
れ
て
お
り
、「
安
納
い
も
な

ど
、
自
分
の
ふ
る
さ
と
の
特
産
品
が
、

ど
、
自
分
の
ふ
る
さ
と
の
特
産
品
が
、

美
味
し
い
と
喜
ば
れ
る
機
会
が
多
く
、

美
味
し
い
と
喜
ば
れ
る
機
会
が
多
く
、

大
変
嬉
し
く
感
じ
る
。
こ
の
寄
付
が
西

大
変
嬉
し
く
感
じ
る
。
こ
の
寄
付
が
西

之
表
市
民
の
役
に
立
っ
て
も
ら
え
れ
ば

之
表
市
民
の
役
に
立
っ
て
も
ら
え
れ
ば

嬉
し
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

嬉
し
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

　

い
た
だ
い
た
ご
寄
付
は
、
市
の
様
々

　

い
た
だ
い
た
ご
寄
付
は
、
市
の
様
々

な
課
題
解
決
に
活
用
し
て
参
り
ま
す
。

な
課
題
解
決
に
活
用
し
て
参
り
ま
す
。

池
田
勇
夫
氏
か
ら
ふ
る
さ
と
応
援

寄
付
金
を
い
た
だ
き
ま
し
た
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⑧

　

元
市
教
育
委
員
会
委
員
の
長
田
明
さ

　

元
市
教
育
委
員
会
委
員
の
長
田
明
さ

ん
に
、
地
方
教
育
行
政
功
労
者
表
彰
が

ん
に
、
地
方
教
育
行
政
功
労
者
表
彰
が

伝
達
さ
れ
ま
し
た
。

伝
達
さ
れ
ま
し
た
。

　

長
田
さ
ん
は
、
県
教
職
員
を
退
職
後
、

　

長
田
さ
ん
は
、
県
教
職
員
を
退
職
後
、

新
規
採
用
教
職
員
の
指
導
教
員
を
務

新
規
採
用
教
職
員
の
指
導
教
員
を
務

め
、
本
市
教
育
委
員
会
委
員
を
平
成

め
、
本
市
教
育
委
員
会
委
員
を
平
成
2222

年
か
ら
、

年
か
ら
、1111
年年
1010
ヶ
月
務
め
ら
れ
ま
し
た
。

ヶ
月
務
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

伝
達
を
受
け
「
教
育
行
政
に

　

伝
達
を
受
け
「
教
育
行
政
に
3030
年年
1010

携
わ
れ
た
の
も
、
歴
代
の
教
育
長
を
は

携
わ
れ
た
の
も
、
歴
代
の
教
育
長
を
は

じ
め
事
務
局
の
職
員
等
、
た
く
さ
ん
の

じ
め
事
務
局
の
職
員
等
、
た
く
さ
ん
の

方
に
支
え
ら
れ
た
お
か
げ
。
ど
ん
な
進

方
に
支
え
ら
れ
た
お
か
げ
。
ど
ん
な
進

路
に
進
ん
で
も
独
り
立
ち
し
、
活
躍
で

路
に
進
ん
で
も
独
り
立
ち
し
、
活
躍
で

き
る
人
材
の
育
成
に
期
待
し
た
い
」
と

き
る
人
材
の
育
成
に
期
待
し
た
い
」
と

話
し
ま
し
た
。

話
し
ま
し
た
。

元
市
教
育
委
員
長
田
明
氏
に

地
方
教
育
行
政
功
労
者
表
彰
伝
達

郵
便
局
か
ら
市
内
の
小
学
校
へ

マ
ス
ク
を
寄
贈

1212
月月
2020
日
（
火
）、
島
内
１
市
２
町

日
（
火
）、
島
内
１
市
２
町

で
構
成
さ
れ
る
郵
便
局
長
会
が
、
市
内

で
構
成
さ
れ
る
郵
便
局
長
会
が
、
市
内

の
小
学
校
へ
マ
ス
ク
を
寄
贈
し
ま
し
た
。

の
小
学
校
へ
マ
ス
ク
を
寄
贈
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
地
域
支
援
と
健
康
増
進
を

　

こ
れ
は
、
地
域
支
援
と
健
康
増
進
を

目
的
と
し
て
行
わ
れ
た
も
の
で
、
当
日

目
的
と
し
て
行
わ
れ
た
も
の
で
、
当
日

は
中
種
子
郵
便
局
の
田
平
義
文
局
長

は
中
種
子
郵
便
局
の
田
平
義
文
局
長

と
、
現
和
郵
便
局
の
長
野
靖
彦
局
長
が

と
、
現
和
郵
便
局
の
長
野
靖
彦
局
長
が

市
教
育
委
員
会
を
訪
れ
ま
し
た
。

市
教
育
委
員
会
を
訪
れ
ま
し
た
。

　

田
平
義
文
局
長
は
「
市
内
の
子
ど
も

　

田
平
義
文
局
長
は
「
市
内
の
子
ど
も

た
ち
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

た
ち
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

や
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
感
染
症
の
感
染

や
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
感
染
症
の
感
染

防
止
対
策
に
活
用
し
て
も
ら
い
た
い
」

防
止
対
策
に
活
用
し
て
も
ら
い
た
い
」

と
話
し
ま
し
た
。

と
話
し
ま
し
た
。

1212
月月
2323
日
（
金
）、
女
性
を
支
援
す

日
（
金
）、
女
性
を
支
援
す

る
世
界
的
な
奉
仕
団
体
、
国
際
ソ
ロ
プ

る
世
界
的
な
奉
仕
団
体
、
国
際
ソ
ロ
プ

チ
ミ
ス
ト
種
子
島
（
山
﨑
雅
惠
会
長
）

チ
ミ
ス
ト
種
子
島
（
山
﨑
雅
惠
会
長
）

が
障
害
者
支
援
施
設
た
ち
ば
な
園
に
ク

が
障
害
者
支
援
施
設
た
ち
ば
な
園
に
ク

リ
ス
マ
ス
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
贈
り
ま
し
た
。

リ
ス
マ
ス
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
贈
り
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
地
域
に
根
ざ
し
た
ボ
ラ
ン

こ
れ
は
、
地
域
に
根
ざ
し
た
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
の
一
環
と
し
て
、
行
わ
れ

テ
ィ
ア
活
動
の
一
環
と
し
て
、
行
わ
れ

て
い
る
も
の
で
す

て
い
る
も
の
で
す
。。

プ
レ
ゼ
ン
ト
を
受
け
取
っ
た
利
用
者

プ
レ
ゼ
ン
ト
を
受
け
取
っ
た
利
用
者

の
皆
さ
ん
は
、
素
敵
な
笑
顔
を
見
せ
ま

の
皆
さ
ん
は
、
素
敵
な
笑
顔
を
見
せ
ま

し
た
。

し
た
。

国
際
ソ
ロ
プ
チ
ミ
ス
ト
種
子
島

た
ち
ば
な
園
へ
プ
レ
ゼ
ン
ト

榕
城
校
区
防
災
会

防
災
用
備
品
を
整
備

　

市
自
主
防
災
組
織
の
榕
城
校
区
防
災

　

市
自
主
防
災
組
織
の
榕
城
校
区
防
災

会
が
、
宝
く
じ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事

会
が
、
宝
く
じ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事

業
を
活
用
し
て
、
中
野
公
民
館
敷
地
内

業
を
活
用
し
て
、
中
野
公
民
館
敷
地
内

に
防
災
倉
庫
な
ど
の
防
災
用
備
品
を
整

に
防
災
倉
庫
な
ど
の
防
災
用
備
品
を
整

備
し
ま
し
た
。

備
し
ま
し
た
。

　

整
備
さ
れ
た
備
品
は
、
想
定
さ
れ
て

　

整
備
さ
れ
た
備
品
は
、
想
定
さ
れ
て

い
る
南
海
ト
ラ
フ
地
震
や
土
砂
災
害
な

い
る
南
海
ト
ラ
フ
地
震
や
土
砂
災
害
な

ど
に
対
応
す
る
た
め
、
各
種
防
災
訓
練

ど
に
対
応
す
る
た
め
、
各
種
防
災
訓
練

や
実
際
の
災

や
実
際
の
災

害
時
に
使
用
し
、
自

害
時
に
使
用
し
、
自

主
防
災
力
の
向
上
に

主
防
災
力
の
向
上
に

活
用
さ
れ
ま
す
。

活
用
さ
れ
ま
す
。
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ま・ち・の・わ・だ・い

⑨

各
地
域
で
破
魔
祈
祷

11
月月
９９
日
（
月
）
に
安
納
校
区
、
１
月

日
（
月
）
に
安
納
校
区
、
１
月

1515
日
（
日
）
に
現
和
校
区
田
之
脇
地
域
で

日
（
日
）
に
現
和
校
区
田
之
脇
地
域
で

破
魔
の
行
事
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

破
魔
の
行
事
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

破
魔
は
、
悪
疫
退
散
や
無
病
息
災
、
家

　

破
魔
は
、
悪
疫
退
散
や
無
病
息
災
、
家

内
安
全
等
を
願
う
伝
統
行
事
で
す
。

内
安
全
等
を
願
う
伝
統
行
事
で
す
。

　

安
納
校
区
で
は
、
安
納
神
社
で
神
事
が

　

安
納
校
区
で
は
、
安
納
神
社
で
神
事
が

行
わ
れ
、
安
納
校
区
会
議
所
敷
地
内
の
弓

行
わ
れ
、
安
納
校
区
会
議
所
敷
地
内
の
弓

場
で
、
種
子
島
弓
道
連
盟
や
種
子
島
中
学

場
で
、
種
子
島
弓
道
連
盟
や
種
子
島
中
学

校
及
び
種
子
島
高
校
の
弓
道
部
に
よ
る
余

校
及
び
種
子
島
高
校
の
弓
道
部
に
よ
る
余

興
的
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

興
的
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

田
之
脇
地
域
で
は
、
田
之
脇
港
を
望
む

　

田
之
脇
地
域
で
は
、
田
之
脇
港
を
望
む

高
台
の
広
場
で
行
わ
れ
、「
ち
ん
ち
ょ
う
」

高
台
の
広
場
で
行
わ
れ
、「
ち
ん
ち
ょ
う
」

と
呼
ば
れ
る
ワ
ラ
で
丸
く
し
た
的
を
転
が

と
呼
ば
れ
る
ワ
ラ
で
丸
く
し
た
的
を
転
が

し
、
そ
の
的
を
弓
矢
で
射
当
て
ま
し
た
。

し
、
そ
の
的
を
弓
矢
で
射
当
て
ま
し
た
。

田之脇地域田之脇地域

11
月月
７７
日
（
土
）、風
元
神
社
（
浅
川
）

日
（
土
）、風
元
神
社
（
浅
川
）

で
現
和
校
区
主
催
の
勧
学
祭
が
行
わ

で
現
和
校
区
主
催
の
勧
学
祭
が
行
わ

れ
、
新
１
年
生
と
な
る
子
ど
も
た
ち
の

れ
、
新
１
年
生
と
な
る
子
ど
も
た
ち
の

健
康
と
向
上
心
を
祈
願
さ
れ
ま
し
た
。

健
康
と
向
上
心
を
祈
願
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
は

　

今
年
は
1010
名
の
子
ど
も
た
ち
が
参
加

名
の
子
ど
も
た
ち
が
参
加

し
、
現
和
小
学
校
へ
入
学
予
定
の
鮫
島

し
、
現
和
小
学
校
へ
入
学
予
定
の
鮫
島

愛
那
さ
ん
は
「
勉
強
を
頑
張
り
た
い
。

愛
那
さ
ん
は
「
勉
強
を
頑
張
り
た
い
。

友
達
と
お
い
か
け
っ
こ
や
か
く
れ
ん
ぼ

友
達
と
お
い
か
け
っ
こ
や
か
く
れ
ん
ぼ

を
し
た
い
」
と
話
し
、
保
護
者
の
絢
子

を
し
た
い
」
と
話
し
、
保
護
者
の
絢
子

さ
ん
も
「
友
達
を
い
っ
ぱ
い
作
っ
て
、

さ
ん
も
「
友
達
を
い
っ
ぱ
い
作
っ
て
、

仲
良
く
元
気
に
学
校
生
活
を
楽
し
ん
で

仲
良
く
元
気
に
学
校
生
活
を
楽
し
ん
で

ほ
し
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

ほ
し
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

現
和
校
区
勧
学
祭

新
１
年
生
の
成
長
を
祈
願

大
的
始
式
で
無
病
息
災
を
祈
願

（
県
指
定
文
化
財
）

11
月月
1111
日
（
水
）、
栖
林
神
社
弓
場

日
（
水
）、
栖
林
神
社
弓
場

で
大
的
始
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

で
大
的
始
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

大
的
始
式
は
、
５
０
０
年
以
上
続
く

　

大
的
始
式
は
、
５
０
０
年
以
上
続
く

伝
統
行
事
で
、
そ
の
年
の
悪
鬼
災
難
等

伝
統
行
事
で
、
そ
の
年
の
悪
鬼
災
難
等

を
払
い
清
め
、
島
内
の
平
安
・
無
病
息

を
払
い
清
め
、
島
内
の
平
安
・
無
病
息

災
を
祈
願
す
る
も
の
で
す
。

災
を
祈
願
す
る
も
の
で
す
。

　

射
手
６
人
が
３
番
６
射
を
行
い
、
直

　

射
手
６
人
が
３
番
６
射
を
行
い
、
直

径
約
１
・

径
約
１
・
7575
ｍ
の
大
的
を
射
ま
す
。
最

ｍ
の
大
的
を
射
ま
す
。
最

後
の
１
本
は
「
満
つ
れ
ば
欠
く
る
」
の

後
の
１
本
は
「
満
つ
れ
ば
欠
く
る
」
の

戒
め
に
よ
り
故
意
に
外
さ
れ
ま
す
。

戒
め
に
よ
り
故
意
に
外
さ
れ
ま
す
。

　

当
日
は
天
候
に
も
恵
ま
れ
、
か
が

　

当
日
は
天
候
に
も
恵
ま
れ
、
か
が

り
火
が
た
か
れ
る
中
、
射
手
の
「
や

り
火
が
た
か
れ
る
中
、
射
手
の
「
や

あ
ぁ
ー
」
と
い
う
声
が
響
き
、
厳
か
な

あ
ぁ
ー
」
と
い
う
声
が
響
き
、
厳
か
な

雰
囲
気
に
包
ま
れ
ま
し
た
。

雰
囲
気
に
包
ま
れ
ま
し
た
。

安納校区安納校区

安納校区安納校区
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１年 　うれしいな　ひとにやさしく　できること 榕城小学校 中村　咲笑
２年 　いじめだめ　あいての気もち　考えよう 古田小学校 榎本　侑太郎
３年 　その言葉　ほんとにいいの　考えて 榕城小学校 沖田　陽真
４年 　その行動　相手がいやなら　いじめだよ 住吉小学校 押川　彩千花
５年 　その言葉　本当に相手は　きずつかない？ 榕城小学校 上妻　朋花
６年 　考えて　相手の気持ちと　自分の未来　 榕城小学校 山田　理杏

令和４年度西之表市いじめ防止啓発標語コンクール入賞作品
　市いじめ問題対策連絡協議会・市教育委員会では、各学校で取り組まれている「いじめ問題を考える週間」
に合わせて、『西之表市いじめ防止啓発標語コンクール』を実施しました。
　このコンクールは、市内の小・中学生一人一人が、いじめをしない・許さないという強い意志をもって
周囲の人々と豊かにかかわろうとする態度を大切にした標語を考えること。また、優れた標語を市民の皆
様に広く知らせることで、いじめ問題を市民全体で考え、防止しようという趣旨で実施したものです。
　市内すべての小・中学校の児童生徒の作品の中から、各学年の入賞作品が選ばれました。
《小学生の部　特選》

《小学生の部　入選》

１年
　ごめんなさい　けんかをしたら　すぐいおう 上西小学校 鈴木　朝陽
　ともだちと　まいにちなかよし　いじめゼロ 国上小学校 森田　陽大
　ありがとう　いつも　やさしくしてくれて 現和小学校 上妻　琉々羽

２年
　いじめだめ　いじめを見たら　すぐとめよう 上西小学校 藺牟田　良太
　ゆずろうね　こころにはなを　さかせよう 国上小学校 春山　穂乃花
　みんな友だち　なかまをふやして　いっぱいあそぼう 伊関小学校 太田　まひな

３年
　自分から　なかよくしようと　さそうんだ 上西小学校 大﨑　一轟
　いじめはね　心にのこる　大きなきず 安城小学校 安井　直生
　「だいじょうぶ？」　ゆう気を出して　声かけよう 古田小学校 𠩤口　琉李

４年
　悪口は　心がいたむ　やめようね 伊関小学校 曽根　琉聖
　あきらめず　あなたの勇気で　ＳＯＳ 安納小学校 芝　大地
　その言葉　相手がきずつく　言葉かも 古田小学校 榎本　壮一郎

５年
　人権の　花をさかせば　いじめなし 榕城小学校 牛野　美桜
　どうするの？　どう考えたら　止められる？ 安城小学校 牛越　琉奈
　大丈夫　みんながいるよ　安心して 住吉小学校 平野　龍輝

６年
　「ごめんね」は　あなたを変える　第一歩 榕城小学校 瀬戸口　心花
　「大じょうぶ」　その一言が　心を救う 下西小学校 鳥巢　虹花
　相手がね　きずついていたら　いじめだよ 安納小学校 片浦　耀

１年 　いじられる　あの子の笑顔は　演技かも 持田　都美
２年 　傍観者　君もいじめの　加害者だ 加藤　アンナ
３年 　発言する責任　声をかける勇気　あなたの行動でいじめゼロ 川﨑　楓

《中学生の部　特選》

１年 　やった事　全てあなたに　Ｕターン 松山　夕夏
　偏見と　差別といじりは　いじめのもと 提　陽向

２年
　あだ名でも　心に傷を　つけるんだ 海野　鷹翔
　いじめとは　「心」がこわれ　皆悲しむ　世界の課題 米谷　彩

３年
　『悪くない』　いつまで言える　そこの君 平川　明
　かっこいい　いじめをやらない　その勇気 日髙　愛兎
　いじめ見て　助ける強さに　支える強さ 元木　梁弾

《中学生の部　入選》
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市
長
独
言
№ 70
…
銃
兵
衛
の
化
粧
ま
わ
し

　

東
京
・
両
国
の
国
技
館
で
大
相
撲
１
月
場
所
を
観
戦
し
ま
し
た
。
昨
年
春
に
十
両
に
昇

進
し
た
現
和
庄
司
浦
出
身
の
島
津
海
（
本
名
・
中
園
空
）
を
応
援
す
る
た
め
で
す
。
国
技

館
と
し
て
は
３
代
目
と
な
る
現
在
の
建
物
は
１
９
８
５
（
昭
和
60
）
年
、
旧
国
鉄
操
車
場

跡
地
に
建
て
ら
れ
ま
し
た
。
相
撲
だ
け
で
な
く
ボ
ク
シ
ン
グ
な
ど
多
目
的
に
使
わ
れ
、
土

俵
は
開
催
場
所
ご
と
に
新
し
い
土
を
使
っ
て
作
り
替
え
る
そ
う
で
す
。

「
し
ま
づ
う
み
、
鹿
児
島
県
出
身
、
放
駒
部
屋
」

　

十
両
力
士
の
土
俵
入
り
で
島
津
海
は
の
っ
し
の
っ
し
と
堂
々
た
る
足
の
運
び
で
回
り
ま

し
た
。
化
粧
ま
わ
し
は
火
縄
銃
兵
衛
を
取
り
込
ん
だ

デ
ザ
イ
ン
。
後
援
会
の
折
口
幸
喜
会
長
ら
と
と
も
に

マ
ス
席
中
段
で
「
島
津
海
」
と
記
し
た
応
援
タ
オ
ル

を
掲
げ
、
マ
ス
ク
の
内
側
か
ら
「
シ
マ
ヅ
ウ
ミ
ー
ッ
」

と
声
を
張
り
上
げ
ま
し
た
。

島
津
海
は
新
十
両
と
し
て
迎
え
た
昨
年
３
月
の
春

場
所
で
勝
ち
越
し
た
後
、
新
型
コ
ロ
ナ
絡
み
の
休
場

な
ど
を
は
さ
ん
で
、
11
月
の
九
州
場
所
で
は
３
勝
７

敗
か
ら
の
５
連
勝
で
勝
ち
越
し
。
初
場
所
も
初
日
か

ら
３
連
勝
と
好
調
を
維
持
し
、
観
戦
し
た
７
日
目
は

４
勝
２
敗
で
迎
え
ま
し
た
。

取
り
組
み
前
の
呼
び
出
し
で
は
、「
鹿
児
島
県
種

子
島
出
身
」
と
土
俵
入
り
の
時
よ
り
少
し
詳
し
く
紹

介
さ
れ
ま
す
。
対
戦
相
手
は
、
勝
ち
っ
ぱ
な
し
で
全
勝
の
元
大
関
朝
乃
山
と
い
う
大
一
番
。

立
ち
会
い
よ
く
、
差
し
手
争
い
か
ら
得
意
の
右
四
つ
と
な
り
、
も
ろ
差
し
を
狙
い
ま
し
た

が
成
功
せ
ず
、
す
く
い
投
げ
を
打
た
れ
た
と
こ
ろ
で
左
足
が
流
れ
て
突
っ
伏
し
と
な
り
、

惜
し
く
も
敗
れ
ま
し
た
。

土
俵
の
上
で
、
悔
し
さ
は
あ
る
は
ず
で
す
が
、
あ
ま
り
表
面
に
出
さ
な
い
よ
う
に
し
て

い
る
よ
う
に
見
え
ま
し
た
。
一
喜
一
憂
せ
ず
、
次
に
向
け
て
切
り
替
え
る
、
そ
ん
な
態
度

が
備
わ
っ
て
い
る
と
感
じ
ま
し
た
。
市
政
を
あ
ず
か
る
身
と
し
て
も
、
果
敢
か
つ
丁
寧
に

進
む
こ
と
を
旨
と
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

土俵入りする島津海（左端）

■問合せ先　市保健センターすこやか　☎ 24‐3233

【材料】（4人分）
かぼちゃ…1/4 個
ハム………12切
海苔………3枚

種子島の旬旬の食材を
　　　おいしく食べよう

第 189 弾第 189 弾 「かぼちゃのはさみ揚げ」「かぼちゃのはさみ揚げ」

小麦粉……適量
パン粉……適量
溶き卵……1個分
揚げ油……適量

【作り方】
① かぼちゃは 5ミリの厚さのくし形に切る。海苔は 4つ切りにする。
② かぼちゃ 2枚の間にハム 1切を挟み、海苔で巻いて端は水で止める。
③ 小麦粉、溶き卵、パン粉の順に衣をつける。
④ 揚げ油を 170度に熱し、③を入れて中火で色よく揚げる。
（ポイント）
・かぼちゃは切ったあと、ラップをかけてレンジで 1～ 2分加熱しかた茹でにすると揚げ時間が短縮でき
ます。
・ハムはかぼちゃの厚みに合わせると切り口がきれいに見えます。うす切りのロースハムとプロセスチーズ
を挟んでもよいです。
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「軽自動車保有関係手続きのワンストップサービス（軽OSS）」と
「軽自動車税納付確認システム（軽 JNKS）」が令和５年１月から始まりました！

軽自動車保有関係手続のワンストップサービス（軽OSS）
　軽OSS は、令和元年５月にサービスを開始し、当初の対象は「継続検査手続」でしたが、新たに令和５
年１月から「新車購入時の軽自動車保有関係手続」が対象になりました。軽自動車を保有するために必要な
手続き（申請・申告・納付）を、いつでもパソコンからインターネットで行うことができるサービスです。
（※パソコンからの申請のみ可能ですので、スマートフォンやタブレットからの申請はできません）
軽自動車税納付確認システム（軽 JNKS）
　軽 JNKS は、令和５年１月から新たに取り入れられ、市が保有している納付情報を軽自動車検査協会で照
会することが可能となるシステムです。これまで、車検時に提示していた納税証明書が、原則不要となりま
す。ただし、以下のような場合には軽自動車検査協会で照会できなくなる可能性がありますので、ご注意く
ださい。その際は、市役所税務課市税係までお問い合わせください。
〇軽自動車検査協会が照会不可となる事例
・軽自動車税（種別割）を納付直後に継続検査を受けようとしたが納付確認ができなかった。
・車検を受けようとしたが、軽自動車税の未納がないにも関わらず、軽 JNKS で確認できなかった。
・口座引きの方で、引き落とし日（納期限）の直後に車検を受けようとしたが、納付確認ができなかった。等
※軽OSS 及び軽 JNKS はどちらも軽三輪・軽四輪が対象となります。軽二輪・原付（バイク）・小型特殊
自動車は対象外となりますのでご注意ください。

■問合せ先　　市役所税務課市税係　　☎ 22‐1111内線 233

離島航空割引カード特設窓口の開設について

　飛行機、高速船、フェリーを低料金で利用する際に必要な鹿児島離島航空割引カードについて、更新時
期を迎える方が多数いらっしゃいます。有効期限の２か月前から更新ができますので、有効期限をご確認
の上、更新手続きをお願いします。なお、以下の日程で特設窓口を開設しますので、ご利用ください。
【日時】２月１日（水）～３月３０日（木）（土日祝日を除く）　9時～ 17時
【場所】市役所１階おきがる～む
※３月末～４月にかけては転入転出により窓口の混雑が予想されますので、早めの更新手続きをお願いい
たします。
カードに関すること

■問合せ先　　市役所企画課政策推進係　　☎ 22‐1111内線 211

対象者
①西之表市内に居住し、住民登録を行っている者
②西之表市の住民が扶養し、島外に居住している学校教育法１条に規定する学校、同法第 124条
に規定する専修学校または同法第 134条第１項に規定する各種学校に在学する者

発行手続
きに必要
なもの

対象者①の方
・申請書（市役所特設窓口に備付）⇒（代理人による申請可）※ホームページからも取得可
・顔写真（縦 3cm×横 2.5cm）※ 3ヶ月以内に撮影したもので、1人につき 1枚。裏面に名前
を記入してください。⇒正面を向き無帽で撮影された単独の写真（他者写り込み不可）
※市役所では写真撮影は行っておりません
・現在使用している鹿児島離島航空割引カード
・来庁者（手続きを行う方）の身分証明書⇒健康保険証、運転免許証、マイナンバーカード等）
対象者②の方は、①に加え、在学証明書、当該児童生徒等を扶養していることが確認できるもの（健
康保険証の写し、確定申告書の写し等）、当該児童生徒等を扶養している者が西之表市の住民であ
ることを確認できるもの（離島割引カード、健康保険証、運転免許証等）

発行場所

・市役所 1階おきがる～む　離島航空割引カード発行特設窓口
　　2月 1日から 3月 30日まで（土日祝日を除く）
・市役所 1階市民生活課市民係窓口（正面玄関から左へ）
　　3月 31日から
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※市県民税申告の結果「確定申告」が
必要となった場合
…市で作成した確定申告書を種子島
税務署へ e-Tax で送信することにご
同意ください。
　なお、e-Tax「利用者識別番号」
を提示していただくと手続きがス
ムーズです。

市県民税申告 2/10（金）‐3/15（水）
　この期間に市役所税務課が各地域を巡回し、市県民税申
告の受付を行います。
　詳しい受付日程等は、次のいずれかでご確認ください。

① 12月 26日付で全戸配布したチラシ「令和 5年
度市県民税申告について（お知らせ）」
②市ホームページ→くらしの情報→税金→「令和 5
年度市県民税申告がはじまります」

　軽自動車税（種別割）は、毎年４月１日時点の
バイクや軽自動車、小型特殊自動車（農耕用含む）
などの所有者に対して課税される税金です。
４月２日以降に廃車等の手続きをした場合、月

割りはせず１年分の税金を納めていただくことに
なりますので、ご注意ください。

※軽自動車税（種別割）の納期限は 5 月 31 日（水）
です。納税通知書は、５月上旬に発送予定です。
　詳しくは、お問い合わせください。

　軽自動車税は４月１日時点の所有者に課税されます！
　　　廃車等の手続きは３月 31 日（金）３月 31 日（金）までに済ませましょう

■問い合わせ先
市役所税務課市税係
☎ 22‐1111内線 229/233

※種別ごとに窓口が異なりますのでご注意ください。
軽自動車種別 受付窓口・問い合わせ先
原動機付自転車
（125cc 以下）

 市役所税務課市税係
☎ 22‐1111
内線 229/233

ミニカー

小型特殊自動車
（農耕作業用も含む）

軽二輪
（125cc超～250cc
以下の二輪車）

 九州運輸局 鹿児島運輸支局
☎ 050‐5540‐2089
鹿児島市谷山港 2丁目 4‐1二輪の小型自動車

（250cc を超える
二輪車）

解体、使用不能、紛失等

転売、譲渡、所有者が亡くなった場合

市外へ転出・市内へ転入した場合

廃車の手続きを行ってください。特に、軽自動
車は、解体が済んでいても、右記窓口での廃車手
続きが済んでいない場合は課税されますのでご注
意ください。

　名義変更の手続きを行ってください。

住所変更の手続きを行ってください。

■問い合わせ先
市役所税務課市税係☎ 22‐1111内線 229/233

軽三輪  全国軽自動車協会連合会
 鹿児島事務所（鹿児島県軽
自動車協会）
 ☎ 099‐261‐4011
 鹿児島市谷山港 2丁目 4‐42

軽四輪（乗用・貨物）

2月 10日（金）    立山校区
2月 13日（月）    安城校区
2月 14日（火）  中割校区・古田校区
2月 15日（水）～ 2月 16日（木）  住吉校区
2月 17日（金）  伊関校区
2月 20日（月）～ 2月 22日（水）  国上校区
2月 24日（金）～ 2月 28日（火）  現和校区
3月 1日（水）  安納校区
3月 2日（木）  上西校区

3月 3日（金）～ 3月 6日（月）     下西校区
3月 7日（火）～ 3月 14日（火）  榕城校区
3月 14日（火）～ 3月 15日（水）  予備日

※土日・祝日は除く。
※各地域の受付時間、会場は上記の①②でご
確認をお願いします。

令和 5年度 市県民税申告受付日程
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住み続けたい地域づくりを目指した活動を紹介します。

　宝島社が発行する「田舎暮らしの本」２月号（2023年１月４日発売）で「2023年版 住みたい田
舎ベストランキング」が発表され、本市が２グループ６部門において上位にランクインしました。
　このランキングは、移住定住の促進に積極的な全国自治体を対象に実施した、移住支援策、医療、
子育て、自然環境、就労支援、移住者数などを含む 279 項目のアンケート結果を基に、田舎暮らし
の魅力を数値化し、ランキング形式で紹介したものです。
リモートワークの普及もあり、田舎暮らしに関心が高まる中、今後とも本市の魅力を広く情報発信

し、さらなる移住定住の促進に向けて取り組みます。

■問合せ先　市役所地域支援課協働推進係☎ 22‐1111内線 215

「誰でも簡単おうちでヨガ」
　　　無料でDVDを配布しています♪
ヨガの体操や呼吸法の動画をDVDにしました。
健康管理にご活用ください。ご希望の方は地域支
援課まで。（※各家族１枚まで）

「2023 年版 住みたい田舎ベストランキング」
西之表市が第６位！
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№ 241

■
問
合
せ
先

市
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課
社
会
教
育
係

☎
２
２
‐
１
１
１
１
内
線
２
５
７
／
２
５
８

　

令
和
４
年
12
月
24
日
、
市
民
会
館
に
て

第
11
回
目
の
図
書
館
講
座
を
開
催
し
ま

し
た
。

今
回
は
、
市
史
自
然
部
会
員
の
黒
江
修

一
さ
ん
を
講
師
に
招
き
、「
知
ら
れ
ざ
る

西
之
表
市
の
自
然
〜
菌
類
の
多
様
性
と

そ
の
魅
力
〜
」
と
題
し
て
、
季
節
に
よ
っ

て
表
情
を
変
え
る
海
な
ど
の
西
之
表
の

魅
力
的
な
自
然
や
、
菌
類
（
か
び
や
キ
ノ

コ
な
ど
）
に
つ
い
て
の
講
話
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

写
真
を
用
い
な
が
ら
、
食
べ
ら
れ
る
の

か
、
触
っ
て
も
よ
い
の
か
な
ど
、
西
之
表

市
に
自
生
す
る
様
々
な
キ
ノ
コ
に
つ
い

て
詳
し
く
教
わ
り
ま
し
た
。

　

最
後
に
は
、
菌
類
に
関
す
る
12
個
の
豆

知
識
も
紹
介
さ
れ
、
講
座
の
参
加
者
か
ら

は
「
今
ま
で
何
気
な
く
食
べ
た
り
触
っ
た

り
し
て
い
た
キ
ノ
コ
に
つ
い
て
詳
し
く

知
る
こ
と
が
で
き
て
よ
か
っ
た
」
と
い
う

感
想
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

図
書
館
講
座
を
開
催
！
知
ら
れ
ざ
る
西
之
表
市
の

自
然
や
菌
類
（
か
び
や
キ
ノ
コ
）
に
つ
い
て

▲図書館講座の様子

▲アンズタケ（大野林道にて）
名前の由来となっているアンズのような

香りがする。ヨーロッパでは食用として流
通しているが、ごく僅かな毒をもっている
ため、国内では毒キノコに分類されている。

西
之
表
市
に
自
生
し
て
い
る

キ
ノ
コ
を
紹
介
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知
っ
得

知
っ
得
！！

年
金
年
金

シ
リ
ー
ズ

シ
リ
ー
ズ

20
歳
に
な
っ
た
ら
国
民
年
金

■
問
合
せ
先　

■
問
合
せ
先　

鹿
児
島
北
年
金
事
務
所

鹿
児
島
北
年
金
事
務
所

☎
０
９
９
‐
２
２
５
‐
５
３
１
１

☎
０
９
９
‐
２
２
５
‐
５
３
１
１

市
役
所
健
康
保
険
課
国
保
年
金
係

市
役
所
健
康
保
険
課
国
保
年
金
係

☎
２
２
‐
１
１
１
１
内
線
３
０
５

☎
２
２
‐
１
１
１
１
内
線
３
０
５

消
費
生
活

　
　
　
　
　

の
窓

■
消
費
生
活
で
困
っ
た
と
き
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

消
費
者
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン　

☎
１
８
８
（
局
番
な
し
）

西
之
表
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー　

☎
２
２
‐
1
1
1
1
内
線
3
０
６

鹿
児
島
県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー　

☎
0
9
9
‐
2
2
4
‐
0
9
9
9

ス
マ
ホ
の
Ｓ
Ｍ
Ｓ
に
「
７
億
円
当
選
し
た
」
と
い
う
通
知
が
届
い
た
。

受
領
す
る
た
め
の
手
続
だ
と
言
わ
れ
、
様
々
な
名
目
の
費
用
を
請
求
さ

れ
、
こ
れ
ま
で
に
電
子
マ
ネ
ー
で
１
５
０
万
円
ほ
ど
支
払
っ
た
が
、
い

つ
ま
で
た
っ
て
も
当
選
金
が
振
り
込
ま
れ
な
い
。

「
コ
ン
ビ
ニ
の
端
末
機
で
購
入
し
た
電
子
マ
ネ
ー
の
払
込
票
が
残
っ

て
い
る
と
当
選
金
が
支
払
え
な
く
な
る
」
と
言
わ
れ
て
い
た
の
で
、
全

て
捨
て
て
し
ま
っ
た
。
姉
か
ら
借
金
も
し
た
。
お
金
を
取
り
戻
し
た
い
。

（
70
歳
代　

女
性
）

７
億
円
当
選
⁉ 　

心
当
た
り
の
な
い
メ
ー
ル
は
無
視
！

７
億
円
当
選
⁉ 　

心
当
た
り
の
な
い
メ
ー
ル
は
無
視
！

☆
ひ
と
言
ア
ド
バ
イ
ス

◆
申
し
込
ん
で
い
な
い
の
に
、
宝
く
じ
や
懸
賞
な
ど
に
当
選
す
る
こ
と

は
あ
り
え
ま
せ
ん
。
大
金
に
当
選
し
た
と
い
う
メ
ー
ル
や
Ｓ
Ｍ
Ｓ
が
来

て
も
、
う
の
み
に
せ
ず
、
す
ぐ
に
削
除
し
相
手
に
は
絶
対
に
連
絡
し
な

い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

◆
「
当
選
金
を
受
け
取
る
た
め
」
な
ど
と
い
っ
て
事
前
に
お
金
を
請
求

さ
れ
た
ら
詐
欺
で
す
。
あ
と
で
元
が
取
れ
る
な
ど
と
思
わ
ず
、
絶
対
に

お
金
を
支
払
わ
な
い
で
く
だ
さ
い
。
支
払
っ
て
し
ま
う
と
取
り
戻
す
こ

と
が
で
き
ま
せ
ん
。

◆
周
囲
の
人
は
、
高
齢
者
に
変
わ
っ
た
様
子
が
な
い
か
、
日
頃
か
ら
気

を
配
り
ま
し
ょ
う
。

◆
困
っ
た
と
き
に
は
、
す
ぐ
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

●
誰
が
加
入
す
る
の
？

日
本
に
住
む
20
歳
以
上
60
歳
未

満
の
人
は
国
民
年
金
へ
の
加
入
が

法
律
で
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま

す
。

●
保
険
料
は
い
く
ら
？

国
民
年
金
第
１
号
被
保
険
者
、

任
意
加
入
者
の
保
険
料
は
、
月
額

１
６
，
５
９
０
円
（
令
和
４
年
度
）

と
な
っ
て
い
ま
す
。

●
給
付
の
種
類
は
？

原
則
65
歳
か
ら
受
け
取
れ
る
老

齢
年
金
の
ほ
か
、
死
亡
、
障
害
に

対
す
る
保
障
も
あ
り
ま
す
の
で
、

若
い
う
ち
に
事
故
等
が
あ
っ
て

も
、
こ
れ
ら
の
保
障
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

●
納
付
方
法
は
？

納
付
書
の
他
に
、
口
座
振
替
や

ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
納
付
が
利
用

で
き
ま
す
。
ま
と
め
て
払
う
と
割

引
が
あ
り
ま
す
の
で
、
興
味
が
あ

る
方
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

●
納
付
が
難
し
い
と
き
は
？

未
納
を
放
置
し
て
い
る
と
、
将
来
の
年
金
額
が

減
る
だ
け
で
な
く
、
財
産
の
差
し
押
さ
え
の
対
象

と
な
り
ま
す
。

　

納
付
が
難
し
い
方
は
免
除
制
度
の
利
用
や
学
生

の
方
は
学
生
納
付
特
例
制
度
を
必
ず
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

⑯市政の窓 2023.2 月号



宇宙科学技術館 TEL26‐9244/FAX26‐9245宇宙センターだより★★★★
★★

★★
★★★★ ★★

★★
★★
★★ ★★

★★

　

Ｈ
３
ロ
ケ
ッ
ト
試
験
機
１
号

機
は
、
先
進
光
学
衛
星
「
だ
い

ち
３
号
」(

Ａ
Ｌ
Ｏ
Ｓ
‐
３)

を

搭
載
し
、
２
月
12
日
に
種
子
島

宇
宙
セ
ン
タ
ー
よ
り
打
上
げ
予

定
で
す
。

〇
打
上
げ
予
定
日
時

２
月
12
日
（
日
）

10
時
37
分
55
秒

〜
10
時
44
分
15
秒

〇
打
上
げ
予
備
期
間

２
月
13
日
（
月
）

〜
２
月
28
日
（
火
）

　

Ｈ
３
ロ
ケ
ッ
ト
は
、
現
在
運

用
中
の
Ｈ-

Ⅱ
Ａ
ロ
ケ
ッ
ト
の

後
継
機
で
あ
り
、
更
な
る
柔
軟

性
・
高
信
頼
性
・
低
価
格
を
目

指
し
た
次
世
代
の
大
型
ロ
ケ
ッ

ト
と
し
て
開
発
が
進
め
ら
れ
て

き
ま
し
た
。
２
度
の
打
上
げ
延

期
と
い
う
困
難
も
あ
り
ま
し
た

が
、
打
上
げ
に
む
け
、
関
係
者

一
同
一
歩
ず
つ
準
備
を
進
め
て

き
ま
し
た
。

打
上
げ
成
功
に
向
け
、
応
援

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
！

Ｈ
３
ロ
ケ
ッ
ト
試
験
機
１
号
機

２
月
12
日
に
打
上
げ
予
定
！

（
記
事
の
内
容
は
1
月
５
日
時
点
）

1 段実機型タンクステージ燃焼
試験（CFT）の際の

H3ロケット試験機１号機

地域包括支援センターだより地域包括支援センターだより
■問合せ先　市地域包括支援センター（市役所１階高齢者支援課内）☎ 23‐5225■問合せ先　市地域包括支援センター（市役所１階高齢者支援課内）☎ 23‐5225

　高齢期では、脳血管疾患などの疾病により突然に要介護状態になることもありますが、後期高齢者の多くは、「フレ
イル」と言われる段階を経て、徐々に介護や支援が必要な状態に陥ると言われています。
「フレイル」とは、高齢者の健康状態と要介護状態の間にある「虚弱状態」を指します。
単に筋力低下や低栄養などの身体的な問題を表す「身体的フレイル」だけでなく、口腔機能が衰える「オーラルフ

レイル」、うつや認知機能低下による「心理的・認知的フレイル」、加齢に伴って社会との繋がりが希薄になることで
生じる「社会的フレイル」と呼ばれるさまざまな側面があります。これらは単独で起こるのではなく、互いに影響し
合いながら進行していきますが、適切な対策を取ることで再び健康な状態に戻ることが可能な段階でもあります。

高齢期の問題「フレイル」を知っていますか？

元気アップ教室‐ぜひご参加ください！‐
　市では、フレイル対策の一環として各地域で元
気アップ教室を開催しています。
　筋力運動や口腔体操、参加者同士の交流を通し
て包括的なフレイル予防に取り組むことができま
すので、お近くの公民館で開催される際は、ぜひ
ご参加ください。フレイルを防ぎ、いつまでも自
分らしい生活を楽しみましょう。

　

搭
載
す
る
「
だ
い
ち
３
号
」

は
昨
年
10
月
に
種
子
島
宇
宙
セ

ン
タ
ー
に
到
着
し
、
第
２
衛
星

フ
ェ
ア
リ
ン
グ
組
立
棟
（
Ｓ
Ｆ

Ａ
２
）
で
整
備
・
点
検
な
ど
を

実
施
し
て
き
ま
し
た
。

「
だ
い
ち
３
号
」
は
、
全
地

球
規
模
の
陸
域
を
継
続
的
に
観

測
し
、
防
災
活
動
、
災
害
対
応

に
無
く
て
は
な
ら
な
い
手
段
の

ひ
と
つ
に
な
る
こ
と
を
目
指
し

ま
す
。

宇
宙
科
学
技
術
館
の
西
館
２

階
に
、
タ
ペ
ス
ト
リ
ー
が
展
示

さ
れ
て
い
ま
す
。
せ
ひ
ご
覧
く

だ
さ
い
。

だ
い
ち
３
号
を
徹
底
解
剖
！

タ
ペ
ス
ト
リ
ー
展
示
中

だいち 3号
＠ SFA2

⑰ 市政の窓2023.2 月号



戸籍の窓

香
典
返
し
寄
附

社
協
だ
よ
り
（
11
月
受
付
分
）

（
寄
付
者
名
）
（
住
所
）

（
故
人
名
）

小
倉　

澄
人

松
畠

小
倉　

勇

松
下　

美
津
子
洲
之
崎

松
下　

曻

上
妻　

忠
雄

深
川

上
妻　

靜
雄

沖
田　

善
一

沖
ケ
浜
田

沖
田　

勉
男

上
妻　

ミ
チ
子
里
之
町

上
妻　

郁
雄

大
河　

ナ
ミ

湊

大
河　

利
𠮷

大
河　

ナ
ミ

湊

大
河　

利
雄

大
田　

勝

田
之
脇

大
田　

兼
𠮷

榎
本　

幸
子

東
町

榎
本　

茂
春

　

こ
の
た
び
は
、
社
協
に
香
典
返
し
と
し
て
ご
寄
附

を
賜
り
ま
し
て
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

ご
親
族
の
ご
芳
志
に
そ
い
ま
す
よ
う
、
社
会
福
祉
の

た
め
に
役
立
た
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

（
氏
名
）　　

（
住
所
）

（
氏
名
）　　

（
住
所
）

持
田　

桂
吾　

持
田　

桂
吾　
　

上
之
原
町

　

上
之
原
町

＆＆

山
中　

由
紀
美　
　

南
種
子
町

山
中　

由
紀
美　
　

南
種
子
町

伊
藤　

駿
矢　

伊
藤　

駿
矢　
　

鹿
児
島
市

　

鹿
児
島
市

＆＆

上
門　

千
夏　
　

鴨
女
町

上
門　

千
夏　
　

鴨
女
町

健
や
か
な
成
長
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

う
ぶ
ご
え
（
〜
1
月
15
日
受
付
分
）

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
末
永
く
お
幸
せ
に
。

ご
結
婚
（
〜
1
月
15
日
受
付
分
）

ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

お
く
や
み
（
〜
1
月
15
日
受
付
分
）

（
出
生
児
）
（
性
別
）（
父
）
（
母
）

（
住
所
）

榎
本　

翔と
あ雅

男
和
也
愛
美

美
浜
町

宮
下　

十
じ
ゅ
う

男
謙
一
万
弥

福
岡
県

伊
藤　

千ち

え

り
笑
理
女
駿
矢
千
夏

鹿
児
島
市

遠
藤　

紡
つ
む
ぎ

男
彬

世
志
子
野
首

日
髙　

慎し
ん
た
ろ
う

太
郎
男
大
祐
匡
代

西
町

長
野　

紗さ

わ和

女
竜
二
紗
樹

里
之
町

射
場　

飛ひ
づ
き月

男
雄
大
舞

榕
城
中
目

（
氏
名
）

（
年
齢
）（
住
所
）

川
東　

ミ
チ

93

下
郷

遠
藤　

義
則

90

池
野

平
山　

武
教

95

小
牧

川
原　

哲
雄

84

美
浜
町

鎌
田　

敬
昭

82

下
郷

上
薗　

肇

91

岳
之
田

杉　

マ
ツ
エ

88

浜
脇

大
𦚰　

サ
チ
コ

94

上
之
原
町

橋
元　

タ
ミ
子

91

鞍
勇

日
笠
山　

満

85

野
木
平

髙
尾
野　

義
清

84

野
首

山
口　

雪
男

78

軍
場

馬　
　

66

横
山

川　

安
志

90

武
部

上
山　

ミ
ト

88

古
田
上
之
町

桑
原　

タ
ヅ
子

91

塰
泊

山
田　

ク
ミ
エ

92

軍
場

前
田　

ア
ヤ
子

91

古
田
中
之
町

平
瀬　

隼
人

42

納
曽

福
井　

利
定

87

松
畠

下
園　

ム
ツ
エ

83

庄
司
浦

森
園　

正
一

73

枦
之
峯

小
川　

イ
ツ
子

86

今
年
川

黒
﨑　

セ
ツ
子

85

納
曽

江
口　

重
加

91

古
田
上
之
町

上
之　

ア
ヤ
ミ

83

美
浜
町

花
里　

エ
ミ

91

松
畠

⑱市政の窓 2023.2 月号



広告広告

フ
リ
ー
ジ
ア
来
年
も
咲
い
て
と
願
い
こ
め
プ
ラ
ン
タ
ー
三
個
に
球
根
植
え
る

ジ
ュ
・
テ
ー
ム
っ
て
格
好
つ
け
は
に
か
ん
で
伝
え
た
か
っ
た
一
度
だ
け
で
も

つ
わ
ぶ
き
は
亡
夫
と
出
会
い
も
逝
き
し
日
も
悲
喜
の
こ
も
れ
る
想
い
出
の
花

雨
の
日
に
お
昼
ご
は
ん
に
コ
ン
ビ
ニ
へ
焼
き
た
て
パ
ン
と
コ
ー
ヒ
ー
を
買
う

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
帖
び
っ
し
り
埋
め
る
予
定
文
字
今
週
末
の
す
き
間
が
う
れ
し

春
お
ぼ
ろ
お
椀
を
伏
た
る
形
し
て
雪
を
頂
く
屋
久
島
の
見
ゆ

た
ま
さ
か
に
ぎ
っ
く
り
腰
が
お
そ
い
き
て
そ
ろ
り
そ
ろ
り
と
厠か

わ
やへ

向
か
う

ク
リ
ス
マ
ス
バ
タ
ー
ケ
ー
キ
の
懐
か
し
き
薔
薇
が
ほ
し
い
と
泣
く
妹い

も

に
や
り

寒
暖
の
中
に
誇
り
し
秋
桜
が
風
に
揺
ら
れ
て
故
人
を
忍
ぶ

大
海
原
木
折
坂
よ
り
初
日
の
出
昇
る
太
陽
健
や
か
願
う

軒
下
に
吊
し
大
根
か
わ
く
か
な
嫁
ぎ
し
娘こ

へ
の
御
節
に
そ
え
て

こ
つ
然
と
コ
ン
テ
ナ
ハ
ウ
ス
が
道
沿
い
に
ア
メ
ー
バ
状
に
島
は
変
わ
れ
り

穂
芒す

す
きに

没
り
日
は
し
ま
し
止と

ど

ま
り
て
島
に
無
音
の
時
間
が
過
ぎ
る

大
隅
の
山
よ
り
い
ず
る
太
陽
は
沈
む
心
を
湧
き
立
た
せ
た
り

町
並
み
に
年
の
瀬
感
じ
静
か
な
り

年
暮
れ
西
之
の
実
家
へ
帰
り
ま
す

桜
が
丘
・
岩
坪　

純
子

千
葉
県
流
山
市
・
小
山
田　

操

天
神
町
・
川
﨑　

正
子

榕
城
中
目
・
河
東　

鏡
自

古
田
中
之
町
・
栗
﨑　

和
子

天
神
町
・
鮫
島　

洋
二
郎

若
宮
・
椎
木　

秀
幸

中
西
・
新
藤　

富
美
恵

宮
崎
市
・
長
友　

幸
憲

柳
原
・
中
野　

多
輝
子

桜
が
丘
・
橋
口　

友
子

西
町
・
濱
田　

千
代

中
野
・
𠮷
原　

三
保
子

鹿
児
島
市
・
吉
盛　

正
子

が
じ
ゅ
ま
る
文
芸
教
室
・
と
も
ひ
さ

が
じ
ゅ
ま
る
文
芸
教
室
・
や
す
え

掲
載
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
郵
送
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
Ｅ

メ
ー
ル
な
ど
で
、
市
役
所
総
務
課
秘
書
広
報
係
へ
10

日
（
次
月
掲
載
分
）
ま
で
に
、
ご
連
絡
先
を
明
記
の

う
え
投
稿
し
て
く
だ
さ
い
。
掲
載
は
、
一
人
一
点
と

さ
せ
て
頂
き
、
紙
面
の
都
合
上
、
掲
載
さ
れ
な
い
場

合
も
あ
り
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

［火　災］
出火件数　0件
うち建物　0件
［救　急］
出動件数　65件
うち急病　49件

12月分
火火災・救急災・救急

暮らしの窓

発生件数　   0 件
死 者　   0 人
負 傷 者　   0 人

1月 10日現在（R5年累計）
交交通事故通事故（人身事故）

広告広告

校区 男 女 計 世帯数
榕城 3,552 3,925 7,477 3,900
上西 224 244 468 264
下西 1,003 1,085 2,088 1,144
国上 469 495 964 548
伊関 183 205 388 216
安納 169 170 339 194
現和 544 577 1,121 635
安城 147 137 284 161
立山 46 37 83 48
中割 36 35 71 51
古田 148 181 329 178
住吉 371 433 804 461

［校区別］

［人口］
全体 14,416 人（－ 14）
男性 6,892 人（－ 8）
女性 7,524 人（－ 6）
［世帯数］
7,800 世帯（－12）
（　）内の数字は前月比

12月末現在
人人口・世帯口・世帯

青果状況【12月】

内　訳 入荷量 取引額 入荷量 取引額
（㎏）（千円）（㎏）（千円）

野
菜
類

根菜類 965 49 4,578 456
葉茎菜
　　類 1,483 204 5,729 549

果菜類 341 44 1,417 454
その他 3,883 790 2,747 420
小 計 6,672 1,087 14,471 1,879

果
物
類

かん
きつ類 2,666 970 1,028 150

果瓜類 0 0 8 3
その他 334 535 1,248 237
小 計 3,000 1,505 2,284 390

鳥卵・　　
加 工 品 等 135 35 814 298

花　類 13,975
本 799 0

本 0

区　分 島内産 島外産
入荷量
28トン

10トン
（36％）

18トン
（64％）

取引額
600万円

343万円
（57％）

257万円
（43％）

　野菜・果物・花類の出荷をご希
望の方は、種子島公設地方卸売市
場をご利用ください。
《2月の休み》
１日・5日・８日・11日・12日・15日・
19日・23日・26日

■問い合わせ先
種子島公設地方卸売市場
☎ 22‐0216

スタッフ募集 !
正社員・パート・アルバイト

スモモ ベーカリー種子島店

募集のご案内
レジスタッフ・製造スタッフを募集しています　未経験者歓迎 !
正社員の方には収入を得ながらパン職人の技術や経営ノウハウを

習得できる研修システムがあります。

⑲ 市政の窓2023.2 月号



［
発
行
］
西
之
表
市
役
所
　
〒
891-3193　

鹿
児
島
県
西
之
表
市
西
之
表
7612

［
編
集
］
総
務
課
秘
書
広
報
係
　
TEL0997-22-1111　

FAX0997-22-0295

[印
刷
]

株
式
会
社
 種
子
島
新
生
社
印
刷

☎
0997‐

22‐
0476

[ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
 ］
h
ttp
://w

w
w
.city.n

ish
in
o
o
m
o
te.lg

.jp
/

[メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
 ］
in
fo
-w
eb
@
city.n

ish
in
o
o
m
o
te.lg

.jp

この広報紙は、自然保護のため古紙配合の再生紙を使用しています。

広
告
の
ひ
ろ
ば

こ
の
広
告
収
入
は
、
広
報
紙
発
行
の
た
め
に
使
わ
れ
ま
す
。

19
Ｐ
か
ら
続
く

日 昇 製 糖 工 場




